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○
七
月
六
日（
金
）

　

ゴ
ー
ヤ
に
、
今
年
初
め
て
の
実
が
な

り
ま
し
た
。

　

ま
だ
マ
ッ
チ
棒
程
度
の
大
き
さ
で

す
。
二
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る

大
き
な
実
に
な
る
事
を
願
っ
て
水
を

与
え
ま
す
。
数
日
前
に
与
え
た
追
肥
の

効
果
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
追
肥
後
は

葉
の
勢
い
が
違
う
よ
う
に
感
じ
ら
れ

ま
す
。

　

六
月
、
九
月
ご
ろ
に
実
が
な
り
や
す

い
と
い
わ
れ
て
い
る
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ

ル
ー
ツ
が
、
今
後
楽
し
み
で
す
。

「
緑
の
カ
ー
テ
ン
」 

栽
培
に
挑
戦
（
第
四
回
） 

帰
っ
て
き
た 

「
緑
の
カ
ー
テ
ン
」 

栽
培
に
挑
戦
（
第
四
回
） 

○
七
月
十
日（
火
）

　

パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
の
花
が
咲

き
ま
し
た
。
ま
だ
一
輪
で
す
が
、
大
き

く
き
れ
い
な
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
す
。

　

過
日
の
台
風
で
先
端
の
芽
が
ち
ぎ
れ

て
し
ま
っ
た
と
き
は
、
と
て
も
心
配
し

ま
し
た
が
、こ
の
ま
ま
順
調
に
育
ち
、実

が
な
っ
て
く
れ
る
と
う
れ
し
い
で
す
。

　

一
方
、
ゴ
ー
ヤ
を
見
る
と
、
三
個
ほ

ど
実
が
な
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
ち
ら
も

良
好
に
育
っ
て
い
ま
す
。

　

う
れ
し
い
こ
と
が
重
な
り
、
喜
び
も

倍
増
で
す
。

□
問
い
合
わ
せ
先

　

建
設
環
境
課
環
境
係
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「
第
二
十
四
回
二
〇
一
二
ほ
た
る
サ

ミ
ッ
ト
ｉ
ｎ
真
庭
」
が
、
六
月
十
五
日
に

岡
山
県
真
庭
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
全

国
六
市
町
（
岡
山
県
真
庭
市
、
山
口
県
下

関
市
、
福
岡
県
北
九
州
市
、
滋
賀
県
米
原

市
、
和
歌
山
県
紀
の
川
市
、
愛
知
県
阿
久

比
町
）
が
集
ま
り
、
阿
久
比
町
か
ら
は
副

町
長
ら
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
ほ
た
る
サ
ミ
ッ
ト
は
、
ホ
タ
ル

の
保
護
を
通
じ
て
改
め
て
自
然
環
境
に
対

す
る
理
解
を
深
め
、
生
物
多
様
性
の
保
全

に
努
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
自
然
環
境
を

悠
久
に
守
る
道
を
模
索
し
、
活
力
あ
る
ふ

る
さ
と
づ
く
り
を
考
え
る
交
流
の
場
と
し

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

北
房
（
ほ
く
ぼ
う
）
中
学
校
吹
奏
楽
部

の
演
奏
で
幕
を
開
け
た
ほ
た
る
サ
ミ
ッ
ト
。

活
動
報
告
で
は
、
真
庭
市
北
房
地
区
各
小

学
校
に
よ
る
「
北
房
の
子
供
達
と
住
民
で

作
る
ホ
タ
ル
マ
ッ
プ
」
の
発
表
と
、
呰
部

（
あ
ざ
え
）
小
学
校
児
童
に
よ
る
オ
リ
ジ

ナ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
ほ
た
る
の
里　

二

〇
一
二
」
の
上
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　

北
房
地
区
は
、
昔
か
ら
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル

の
生
息
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、

昭
和
三
十
年
代
以
降
、
農
薬
の
使
用
や
乱

獲
、
全
面
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
に
よ
る
草

木
の
無
い
大
規
模
河
川
改
修
に
よ
り
、
ホ

タ
ル
の
姿
を
見
る
こ
と
が
出
来
な
く
な
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
河
川
環
境
の
改
善
、

農
薬
の
改
良
、
ホ
タ
ル
を
守
り
育
て
る
会

や
住
民
の
地
道
な
努
力
が
実
り
、
昭
和
五

十
年
代
後
半
に
は
ホ
タ
ル
の
数
が
徐
々
に

増
え
始
め
、
現
在
で
は
乱
舞
す
る
姿
を
再

び
見
る
こ
と
が
で
き
る
ま
で
に
な
っ
た
と

劇
な
ど
で
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
人
と
人　

人
と
自
然
の
絆　

〜
つ
た

え
よ
う
ほ
た
る
の
光
を
〜
」
を
テ
ー
マ
に

開
催
さ
れ
た
「
ほ
た
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
で

間
瀬
副
町
長
は
、
阿
久
比
町
で
の
ホ
タ
ル

保
護
に
対
す
る
取
り
組
み
や
、
小
中
学
校

で
ホ
タ
ル
を
通
じ
た
環
境
教
育
を
実
践
し

て
い
る
こ
と
な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。
最

後
に
「
人
と
人　

人
と
自
然
と
の
絆
を
創

造
し
、
ホ
タ
ル
に
も
人
間
に
も
安
全
で
す

み
よ
い
環
境
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。」な

ど
の
共
同
宣
言
が
発
表
さ
れ
、
保
護
活
動

を
共
に
続
け
て
い
く
こ
と
を
誓
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
前
日
に
行
わ
れ
た
「
ほ
た
る
サ

ミ
ッ
ト
参
加
市
町
連
絡
協
議
会
」で
は「
災

害
時
の
相
互
応
援
に
関
す
る
基
本
協
定

書
」
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
東
日
本
大
震

災
の
教
訓
で
、
国
や
県
か
ら
の
支
援
を
待

つ
よ
り
市
町
村
か
ら
の
支
援
の
ほ
う
が
頼

り
に
な
る
と
の
意
見
を
踏
ま
え
、
大
規
模

災
害
に
備
え
内
容
を
充
実
さ
せ
ま
し
た
。

　

ほ
た
る
サ
ミ
ッ
ト
は
、
平
成
元
年
か
ら

毎
年
、
参
加
市
町
の
持
ち
回
り
で
開
催
さ

れ
て
お
り
、
次
回
の
開
催
地
は
福
岡
県
北

九
州
市
で
す
。


